天界雑報 by unknown
Title天界雜報
Author(s)




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
420
　　　　　　長《見失はれし二つの小遊星再発見さる
　第285號ReginaとV・ふ小遊星は1889年に褒見されたきり，今日まで見失
はれて行方不明であったが，木星搦動の研究の結果，1911年度に偶然見つ
けられたMQと呼ぶ星と同一のものであるこEが近頃確かめられた．（R．1．
3り9）叉，第637號Gun16dといふ小遊星は1908年に獲見されたまL行方不明
になってみたが．去る1930年五月から七月までにわたり，南阿ユニオン天
文皇でフランクリンアダムス篇眞機により撮影された一小遊星が全く此の
行方不明のGun16d星であることが軌道計算によって確謹された・（R・1・413）
　　　　　　　　　　行方不明の小遊星
　一千有余の既知の小遊星のうちで，獲見されたきり，共の後一回も再出
現が認められす，三って行方イ；明のものは下表の通り（但し，1921以後の
ものを省く）
lt）o一　1870’
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二309　　1891
：｝15　1811
330　1892
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452　1899，
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463　1900
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49．　b）　1915
496　1902
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561　1906
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雑 報 42ユ
　　　　　　　　　　小遊星L花山第四號1
　中村要氏が去る1930年8月17日に獲見したし花山第四號「小遊星（始めは
第441號Batilde星と思はれてるた）は，近蒲のB．Z．第7號に嫁ると，猫乙
ベルリン中央局で1930QSとV・ふ假名が雪li↓へられた．（花lllブレテン第180
號，第184號滲照）
　因みに，L花由コと名の附いた小遊星は今まで五つであって，下の如くで
ある．
　　　　花山第1號　＝　1930ER
　　　　”　第2號＝：19・　20sB
　　　　”　　　第3號　　二＝　　］930　S9
　　　　”　第4號　＝　193，0Q9
　　　　”　 第5號　；　 1931
　　　　　　　　　　　井ルク氏の星團
　ボーランド國クラカウ天文藁のヰルクWilk氏は1928年にジヤコビニ彗
星（1928b）を捜してみる時に一つ新しい丁丁を三見した．共の位置は
　　　　　赤径　7h　31．om　　赤，k＃一1　1。44！（春分黙1855．0）
直征は約21とV・ふことであったが，近頃オンドレヨフの天文蔓で観測され
た所では，たて11ノよこ6ノの大きさに振がつてみる楕圓形の散開星團であ
って，星は13級乃至16級のものから成り，口径21センチの眼覗望遠鏡でも
立派に見え，フランクリンアダムス爲眞にも明らかに現はれてるる．
　　　　　　　　ベテル￥ウス星附近に一新星團
　本年初頭チエク國プラ1グ在オンドレヨフOndrejov天文纂で，シユラ1
F］・．Scht、Iler氏が，口径20センチF．4．4のクク製丁丁鏡により新しい一星
團を獲見した．位置はオリオン座星，即ちベテルギゥス星附近で，B．D十
7。1016といふ星の南0。．3に當り，
　　　　赤経　5h　40・7m　　赤緯：＋7。21ノ（春分黙1855・0）
　上記の器械により5時間！ドの曝露で，16級乃至18級の微光下等として現
はれ，星團の直穫は6ノある．之れはバ1ナ1ドの第36號暗黒星霧の附近で
あるが，バ1ナ1ドは之れをリク天文藁1）ubl｛CatiOn第ユ3雀にも，銀河爲翼
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帳にも記載してみない．多分其の時使った窮眞器が不充分のものであった
のだろう．ルンド天文町長ルンドマルク博士の論によれば，跨れがフラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユクリン・アダムス爲眞に現はれてるないのは此の爲眞の光度限界が15．0で
あるためである．又，ラルフパリ1ザ星圓に出てみないのも，庇の星圖が
　なロ
15．3までしか含んでみないためだろうとv・ふ．距離は少なくとも30000光
年のものらしい．
　ハ1引ド大學天文豪長シヤプレイ氏は，後に此の心身を南阿ブル1ム
フォンタィン出張所L10吋「メFカ1フ鳥海機で撮った篤邸中に見つけ出し
た．〔1・A・U・Circular　309，316〕
　　　　　　　　　　　艦座に一新星團
　前記オンドレヨフ天文豪では同じ20センチ篇電器により，一角獣座見の
西南系LJ　1，03自Pち
　　　　赤纏　　7h　32．in　1　　　　　　　赤糸章＿10024ノ　　（春分黒占1855．0）
の口占に直径約3！の一つの新しい星團を獲見した．形は小さいが星数多く，
集團性著しい散開星團である．〔LA・U・Ci「cula「516〕
　　　　　　　　　　ルンド天文毫より新登刊
　スヰデン國の學都ルンド（北緯55042！東経O1152m45s）の天文毫は西暦
1668年，Academa　Carolina　Conciliatrixと呼．狂E立大學が創立されて間も
なく建てられ，最初はLトレミ1教授「たるスボ1レAndreas　Spole（16301．［；一
一1699周目が其の主任となり，共の官舎の四階に望遠鏡を据え付けたが，不
幸にして1676年デンマルク國との戦爾しに際し，焼けて了つた．第十八世紀
初に同市の曾正着（今日L蕾一書館「と呼ばれてみる）の高塔上に再建せら
れ，之れが近年まで維持されたが，工867年に現今の天：文豪が建設された．
此の天文藁はメラIAxelM611er教授が前後32年間も皇紀として重要な研
究をなし，學界に重きを置かれたが，共の後，我がし天界「第5巻にも長文
を載せたことのあるシヤリエC．V．　L　Chp．rlier教授が削れを統轄し，特に
統計天文學の…新分野を開いた．シヤリエ氏はigOO年からAfeddelanden　f］’all
Lunds　Artronomisl〈a　Observatoriumといふ研究報告雑誌を獲労した．之オ1
は今も綾刊されてるる，
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　シヤリエ氏が1927年に定年退職されて，後にルンドマルクK：11ut　Lund－
mark氏が塁長となったが，最近此の天文豪からはLund　Observatory　Circular
吉題する小出版物を磯刊されることとなり，其の第一，第二號は共に本年
1931三月31日附で諸方へ配布された．、勿論，之れは速報的のものであって
罷裁などはほ雪ハ1ブ1ド天文塁のブレテンに似てみる・今後の冷温を所
る．
　　　　　　　　　　第四温温際天文同盟繕會
　國際天文同盟は，第一回総會を1922年にロマで，第二回総會を1925年ケ
ンプリヂで，第三回総出を1928年にラ1デンで開V・たが，次ぎの第四回は，
ユ932年八月末に米國東部で皆既日食があることを利用し，其の年の九月の
上旬に，ハ1ヅ1ド大込天文塁で開かれることに定まった由．
　　　　　ジ1ンス氏とエデンhン氏の著書について
　去る2月19日から21日まで小生はBKからしエロスを見目りつN■，　L宇宙
に關する新説］，L天文より帥秘宗教ぺと題する講演を放労しましたが，其
の後，諸方から此等の事につき参考書の問ぴ合はせがあります。L天界コの
護者には此等の書物の事は屡々紹介しましたから，不必要かも知れません
が，念のため，下に掲げます，（山本）
　　Sii’　．IYrther　IF．ddin．o．一ton，
　　　　　The　N’ature　ef　Physical　XiLrorld．　（ig28）
　　Sir　James　H．　Jeans，
　　　　　The　Universe　Around　Us．　（ig2g）
　　　　　The　Mysterious　Universe．　（ic30）
　　　　　　　　　The　Cambridge　University　Press，焚行，　London．
　　　　　　　　　　　上田教授新任
　今春蹄朝された元本會副税印上田助教手受は去る八月八日教授（二等）に任
命された．こSに御披露を兼ねて祝意を表する・
